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項

 ※事業者番号

連 絡 先

担当部署
担 当 部 署 名

所 在 地

電話番号

ＦＡＸ番号

主 た る 事 業
の 内 容

フランチャイズ方式によるコンビニエンスストア「セブン-イレブン」の展開

事 業 者 の 規 模

原油換算エネルギー使用量

自動車の台数

エネルギー起源の二酸化炭素
以外の温室効果ガスの排出の量

主 た る 事 業
の 業 種

大分類 Ｉ 卸売業，小売業 

中分類 58 飲食料品小売業

該 当 す る 事 業 者
の 要 件

規則第４条第１号該当事業者

規則第４条第２号該当事業者

規則第４条第３号該当事業者

規則第４条第４号該当事業者

上記以外の事業者（任意提出事業者）

場合を含む。）の規定により、次のとおり提出します。

事 業 者 の 氏 名
又 は 名 称

株式会社　セブン－イレブン・ジャパン

主 た る 事 務 所 又 は
事 業 所 の 所 在 地

川崎市 川崎市川崎区駅前本町１番地３（セブン-イレブン川崎駅東口店）

東京都千代田区二番町8番地8

株式会社　セブン-イレブン・ジャパン

代表取締役社長　永松　文彦

　　　（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

　川崎市地球温暖化対策の推進に関する条例第９条第１項（同条第４項において読み替えて準用する

第１号様式

（第１面）

事業活動地球温暖化対策計画書

（あて先）川崎市長

〒102-8455



（第２面）

計 画 期 間 2022 　年度　　～　 2024 　年度

温室効果ガスの排出の量の
削減を図るための基本方針

温室効果ガスの排出の量の
削減に向けた組織体制

温室効果ガスの排出の量の
削減目標及び温室効果ガス
の排出の量

温室効果ガスの排出の量の
削減目標を達成するための
措置の内容に係る事項

他の者の温室効果ガスの排
出の抑制等に寄与する措置
に係る事項

その他地球温暖化対策の推
進への貢献に係る事項

備　　　考

備考 １　欄内にすべてを記載できない場合は、別紙により提出してください。
　　 ２　□のある欄は、該当する□内にレ印を記載してください。
　　 ３　計画書には、事業活動地球温暖化対策指針に定める資料を添付してください。
　　 ４　※印の欄は記入しないでください。
　　 ５　氏名（法人にあっては、その代表者)を記載し、押印することに代えて、本人（法人にあって
        は、その代表者）が署名することができます。

当社の環境・地球温暖化対策の取り組みについては、
下記ホームページにて公表しています。
http://c.sej.co.jp/corp/social/

別添　指針様式第１号のとおり

別添　指針様式第１号のとおり

別添　指針様式第１号のとおり

別添　指針様式第１号のとおり

別添　指針様式第１号のとおり

別添　指針様式第１号のとおり



●セブン-イレブンは、当社の事業にかかわる環境負荷を低減するために、1991年に各部門を横
断する「環境対策プロジェクト」を発足。その後、サプライチェーン全体での取組を進めていく
ために、2011年に「環境対策プロジェクト」を改称して、「環境部会」を発足させた。同部会
は、2013年からISO14001に基づく環境マネジメントシステムの中心的な役割を担うようになっ
た。環境部会は、各部門の環境対策の進捗状況を確認し、課題を明らかにして、継続的な改善に
向けて取組を実施している。
●コンビニエンスストア事業と地球環境保全の調和をめざし、本部と全国の事務所、直営店を対
象に、2014年から国際規格の環境マネジメントシステムISO14001認証を取得。この環境マネジメ
ントシステムISO14001を運用することで、環境に対する様々な取組を進めている。各部門の取組
として、ISO担当者が最新の環境知識の習得や技術の導入検討を進めるため、独自のテキストを
使ったSDGsに関する情報発信や、環境イベントへの参加を促す等、各部門が効果的な活動を考え
取組を行っている。今後も環境マネジメントシステムISO14001の運用を継続して、地球環境に配
慮した事業運営に努めて参ります。

（１）温室効果ガス排出量削減に向けた方針

●セブン＆アイグループの環境宣言『GREEN CHALLENGE 2050』において、「脱炭素社会」を目指
すべき社会の姿として掲げ、店舗運営に伴うCO₂排出量を2013年度対比で2030年までに▲50％、
2050年度までに実質ゼロを目標に、省エネ、再生可能エネルギーの利用拡大を進めていく。
●新店、改装店、既存店への省エネ設備の導入、加盟店における省エネの取組促進により、店舗
の電気使用量を削減し、CO₂排出量総量の削減に努めていく。
　令和3年度も引き続き、上記２点を基本として、加盟店と本部の役割分担による省エネを行
う。

（２）削減対策実施状況の適切な進行管理（ＰＤＣＡサイクル）を行うための方針

温室効果ガス削減として、主として下記項目を実行する。
店舗の省エネ行為の徹底
・川崎市内店舗排出量削減計画に基づき、省エネおよび排出量削減の目標設定を行い、年度計画を算定す
る。店舗においては、省エネ設備への更新及び加盟店への省エネ重点対策6項目の浸透を図っていく。
太陽光発電設置店舗数の増大
・月単位の太陽光設置店舗目標数を数値化し、実施状況を毎月確認する。
・目標値と実績値の差異の理由を検証し、あらたな対策を講じ、PDCAサイクルを強力に推進する。

２　温室効果ガスの排出の量の削減に向けた組織体制

指針様式第１号　　　　　　　　　　（第１面）

事業活動地球温暖化対策計画

１　温室効果ガスの排出の量の削減を図るための基本方針



指針様式第１号　　　　　　　　　　（第２面）

年度

年度

（実） 15,041 （実）

（調） 14,841 （調）

（実） 14,590 （実）

（調） 14,396 （調）

（実） 451 t-CO2 （実） t-CO2

対策実施による削減量 （実） 451 t-CO2 （実） t-CO2

上記以外の削減量 （実） 0 t-CO2 （実） t-CO2

（実） 3.0 ％ （実） ％

　 イ　基準排出量原単位等と目標排出量原単位等（任意記載）

％ ％

　 ウ　目標設定に関する説明

 (２) 温室効果ガスの排出の量の削減目標（全社目標）（任意記載）

●セブン&アイグループは、全国の店舗ネットワークとサプライチェーン全体でさらなる環境負荷軽減
を推進していくべく、環境宣言「GREEN CHALLENGE 2050」を策定している。
●環境宣言の１つのテーマとして「CO₂削減量削減」を掲げており、2013年度対比で、2030年はCO₂排出
量50％削減、2050年には実質ゼロを目標としている。グループの目標は排出量ベースで設定しているた
め、川崎市の目標も、次年度から排出量ベースに変更する。

CO₂排出量総量に関しては、毎年１％の削減を目標とする。３年間で３％の削減を目標とする。

目 標 年 度 の 値 0.3074

削 減 率 3.0

原 単 位 の 単 位 t-CO2/m2

基 準 年 度 の 値 0.3169

削 減 率

１、２、４号該当者等 ３号該当者等

原 単 位 等 の 活 動 量 延床面積

t-CO2

目 標 排 出 量
t-CO2 t-CO2

削 減 量

内
訳

基 準 年 度 2021

目 標 年 度 2024

基 準 排 出 量
t-CO2

３　温室効果ガスの排出の量の削減目標等

（１）温室効果ガスの排出の量の削減目標及び温室効果ガスの排出の量等

　 ア　基準排出量と目標排出量（（実）は実排出量を、（調）は調整後排出量を示す。以下同じ。）

１、２、４号該当者等 ３号該当者等



４　温室効果ガスの排出の量の削減目標を達成するための措置の内容に係る事項

（１）措置の内容

ア　計画期間に実施する措置の内容（別表第１から６等を参考に記載してください。）

計　画

第１年度

第２年度

第３年度

イ　実施済みの主な温室効果ガスの排出の量の削減対策内容

・ISO14001に基づいた環境マネジメント体制の継続的運用
・店舗への省エネ重点6項目を纏めた動画の配信
・省エネ設備の導入・入替(2021年度実施内容)
　ＩＨフライヤーへの入替　実施店舗：27店
　LED照明の入替・導入　　 実施店舗：21店
　老朽化空調の更新　　　　実施店舗：  3店
　冷蔵設備の更新　　　　　実施店舗： 65店
　※冷蔵設備に関しては従来の冷蔵設備に比べ地球温暖化係数が小さいR448冷媒を採用した。
・太陽光発電を設置しCO₂排出量を削減。2022年3月末時点で73店舗に設置。
・下記2店舗において、2019年9月下旬から実証実験を開始し、継続している。
　対象店舗：「川崎西下橋店」「川崎梶ケ谷3丁目店」

指針様式第１号　　　　　　　　　　（第３面）

●本部
・創エネ対応
　　新店への太陽光パネル設置促進、大容量化の検討
・省エネ対応
　　新店への省エネ設備の設置及び既存店に対し設備更新計画に基づいた省
エネ設備への更新
・省エネ教育
　　省エネ重点対策6項目を纏めた動画を店舗へ配信
●加盟店
・省エネ対応
　省エネ重点対策6項目に応じた省エネ活動の実施

計画期間における取組の評価
（第３年度の報告時に記載）



指針様式第１号　　　　　　　　　　（第４面）

（２）再生可能エネルギー源等の利用等

 ア　基準年度までに実施した再生可能エネルギー源等の利用に係る検討状況

（検討済みの場合は「〇」、未検討の場合は「×」を記載し、検討済みの場合は検討結果を記

載してください。）

検討の
有　無

〇

×

×

×

その他（ 　 ）

その他（ ）

　 イ　再生可能エネルギー源等を利用した設備の導入状況・計画及び再生可能エネルギー源等の

　価値の保有状況・計画

導入(保有)年度

2021年度

（３）基準年度までに実施したエネルギーの効率的な利用を図るための設備等の導入・検討状況

　（導入済みの場合は「〇」、導入検討中の場合は「△」、導入予定なしの場合は「×」を記

　載してください。）

導入等の状況 導入等の状況

△ ×

× その他（ ）

× その他（ ）

設備等の種類 設備等の種類

電気自動車等への充電設備
エネルギー管理システム
（FEMS、BEMS等）

電気自動車等から建物等への給電設
備

EV、PHV、FCV

種類 概要(規模、場所など)

太陽光発電設備
太陽光を設置可能店舗に設置(2021年3月末時点で73店舗)
2021年度発電量：502881kWh/年

バ イ オ マ ス

未 利 用 エ ネ ル ギ ー

再生可能エネルギー源
等 の 種 類

検　討　結　果

太 陽 光 太陽光設置可能店舗へ太陽光発電設備を設置していく

風 力



計　画

○商品配送に伴う環境負荷の低減
　・配送車輌に環境配慮型車輌を導入

第１年度

第２年度

第３年度

計　画

○セブン-イレブン記念財団(セブン-イレブンみどりの基金)を通じた環境市民団体への助成活
動
○ＣＳＲレポート・ホームページ等での情報発信
○石油由来のプラスチック使用量の削減に取り組むため、お客様に提供するレジ袋はバイオマ
ス素材30％配合環境配慮型のみを推奨
○レジ袋については、ご不要の際はご辞退いただくなど、レジ袋削減に努めている
○ゴミ箱を店内に設置し、分別を促進
○店頭にペットボトル回収機を設置、回収したペットボトルを使用し再生ペットボトルを使っ
たオリジナル商品を開発し販売しています。

第１年度

第２年度

第３年度

指針様式第１号　　　　　　　　　　（第５面）

５　他の者の温室効果ガスの排出の抑制等に寄与する措置に係る事項

６　その他、地球温暖化対策の推進への貢献に係る事項



指針様式第１号　　　　　　　　　　（第６面）

７　基準年度のエネルギー起源CO2の排出の量等の実績（１、２号該当者等）

（１）事業者単位

　 ア　エネルギー起源CO2の排出量

イ　原油換算エネルギー使用量

ＫＬ

ウ　事業所の数

（２）事業所等単位

　 ア　年間の原油換算エネルギー使用量が 1,500kl 以上の事業所

t-CO2

t-CO2

t-CO2

t-CO2

　 イ　年間の原油換算エネルギー使用量が原油換算で 500kl 以上 1,500kl 未満の事業所

t-CO2

t-CO2

t-CO2

t-CO2

事業所の名称 事業所の所在地 エネルギー起源CO2の排出量

265

事業所の名称 事業所の所在地 エネルギー起源CO2の排出量

セブン-イレブン川崎駅東口店（他、265店） 神奈川県川崎市川崎区駅前本町１番地３ 15,041

（実） 15,041
t-CO2

（調） -

8,419


